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アルツハイマー病に関係する 
アミロイドβ1分子の凝集動態を観察 

 

日本大学生産工学部の吉宗一晃教授、茨城大学大学院理工学研究科の倉持昌弘助教及び

京都大学大学院農学研究科の保川清教授らのグループは、認知症の大部分を占めるアルツ

ハイマー病(AD)に関係するアミロイドβ(Aβ)の１分子の動態を回折 X線ブリンキング法

(Diffracted X-ray Blinking: DXB)※１を使って観察し、アデノシン三リン酸(ATP)による A

β動態の上昇がその凝集過程に影響を与えることを示唆しました。この成果は脳内に蓄積

すると有害な Aβ凝集体の形成過程の理解だけでなく、アルツハイマー病の治療や、新し

い治療薬の評価などへの貢献が期待できます。 

本研究の成果は、国際学術誌「Scientific Reports」に 2024年 4月 7日付けでオンライ

ンにて発表されました。 

 

【研究内容】 

 多くの AD患者の脳内には Aβの凝集体が存在することが知られています。このことから

Aβ凝集体を脳から排出することが、ADの根本的な治療であると考えられています。日本

で 2023年に販売が開始されたレカネマブは脳内の Aβを標的にした抗体薬で、Aβに結合

する抗体を使って脳内の Aβを減少させ AD の進行を抑制します。Aβは非常に凝集しやす

く、すぐに凝集体となります。その形や大きさは様々で、Aβが規則正しく並んだ線維状凝

集体や、不規則に集まった非晶質凝集体があり、それらの生体への毒性も様々です。この

様に凝集体は経時的に変化するため、その観察は非常に難しく、Aβ凝集体の理解を阻んで

います。 

今回、研究グループは、Aβの溶解性を高めるハイドロトロープ※２である ATP存在下で A

βが線維化しにくくなることを示し（図１）、ATP存在下における Aβの 1分子の動態を



DXBで観察することで、線維化しない原因が Aβ動態の上昇であることを示唆しました。こ

の結果は、Aβ凝集体の毒性を低減させる方法の開発に寄与できるものであり、さらに、A

β凝集体の形状に影響を与える物質の評価に DXBが有効であることが示されました。 

本研究成果は Scientific Reports のオンライン版で公開されています。 
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【用語解説】 

※１ Aβに金ナノ粒子を化学標識させ、単色 X線照射により得られる回折強度の時間変化

を分析する方法で、1 分子の動きを数 pm（数ミリメートルの 10 億分の１）の精度で観察で

きる。 

※２ 水に溶けにくい物質を溶けやすくする性質を持つが、油を水に溶かし込む界面活性

剤ほどの作用がない物質。 

 

 


